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毎
年
鶴
田
町
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
、
善
意
の
募
金
。
そ
の
募
金
で
、

鶴
田
町
社
協
で
は
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

で
も
、
募
金
を
さ
れ
た
方
の
中
に
は

「
強
制
じ
ゃ
な
い
の
に
、

な
ぜ
募
金
し
な
い
と
い
け
な
い
の
?
」

と
考
え
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
左
の
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
教
え
て
く
れ
ま

す
。「

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」

い
た
だ
い
た
募
金
は
、
他
の
町
で
使

わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
鶴
田
町
の
様
々

な
福
祉
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
は
、
『
鶴
田
町
を
も
っ
と
暮
ら

し
や
す
く
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

町
』
に
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

募
金
は

「
幸
せ
の
種
ま
き
運
動
」
、

「
ほ
ほ
え
み
弁
当
お
届
け
サ
ー
ビ
ス

(
一
人
・
二
人
暮
ら
し
宅
お
弁
当
配
達

サ
ー
ビ
ス
)
」
、
「
町
内
の
小
・
中
学
校
福

祉
活
動
へ
の
助
成
」
、
「
社
協
だ
よ
り
の

発
行
」
、
「
安
心
電
話
」
、
「
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
配
分
」

な
ど
の
事
業
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
(
詳
し
く
は
毎
戸
配
布
の

募
金
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
)

弁当お届けサービス

調理中の様子

鶴田社協イメージキャラクター

たねまきワン

鱒 緑薫
譲欝

繋 薬 鰭斡
鶉

番 線

共
同
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
町
内
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
自
宅
へ
募

金
封
筒
を
お
届
け
し
ま
す
。
鶴
田
町
の
様
々
な
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
目
安
額
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
目
安
額
は
、
昭
和
6
 
1
年
か

ら
一
世
帯
8
0
0
円
以
上
の
募
金
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

決
し
て
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鶴
田
町
の
社
会
福
祉
事
業

発
展
の
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

㊨この広報は、赤い羽根共同募金の配分金によって発行しています。
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平
成
3
 
0
年
8
月
3
0
日
・
引
日
の
2
日
間
の
日
程

で
、
鶴
田
中
学
校
1
年
生
男
子
生
徒
3
人
に
よ
る

職
場
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。

体
験
場
所
は
、
鶴
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
鶴
東
館
」
と
就
労
継
続

支
援
事
業
所
「
鶴
花
塾
」
。

職員の指導で、初めて鉢に花を植えました。鉢のわき 

から土を入れるのか難しかったと話しました。 

1
日
日
は
、
「
鶴
花
塾
」

の
内
職
作
業
。
2
日

日
は
「
鶴
東
館
」
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
仕
事

体
験
を
し
ま
し
た
。

3
人
は
か
な
り
緊
張
し
た
様
子
で
、
お
正
月
飾

り
に
使
う
稲
の
長
さ
を
切
り
そ
ろ
え
る
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
お
花
の
鉢
植
え
作
業
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
。

学
校
で
は
、
斎
藤
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
部
、
奈
良

さ
ん
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
長
内
さ
ん
は
吹
奏
楽
部

で
、
勉
強
に
部
活
に
頑
張
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

学
校
生
活
と
は
全
く
違
う
体
験
で
し
た
が
、
慣

れ
な
い
な
が
ら
も
皆
さ
ん
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
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鶴
田
社
協
で
は
、
鶴
田
町
に
住
む
皆
さ
ん
の
、
心
と
体
の
健

康
維
持
の
た
め
、
様
々
な
一
般
介
護
予
防
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
は
、
6
与
歳
以
下
の
方
で
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
社
協
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
♪

移
動
手
段
の
な
い
方
は
、
鶴
遊
館
へ
送
迎
し
て
く
れ
る
、
介

護
予
防
送
迎
車
(
ス
マ
イ
ル
号
)

も
利
用
で
き
ま
す
。
開
催
の

日
時
・
場
所
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
鶴
田
社
協
ま
で
ど
う
ぞ
。

轡∴鞠艶轡∴鰭蟻轡
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ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
は
、
毎
週
木
曜
日
の
1
 
0
時
か
ら

1
 
4
時
ま
で
。
書
道
教
室
、
手
芸
ク
ラ
ブ
、
囲
碁
・
将
棋
、

大
人
の
塗
り
絵
、
脳
ト
レ
な
ど
や
っ
て
い
ま
す
。

月
の
最
後
の
木
曜
日
に
は
、
3
0
0
円
で
、
食
事

も
提
供
中
I
・
初
め
て
の
方
で
も
、
す
ぐ
に
仲
間
づ

く
り
が
で
き
ま
す
よ
。
(
食
事
を
利
用
し
た
い
方
は

1
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
)

蛙
の
ム
臆
臆
工
ル

態 態掴縛∴轡 態繚醸 鸞醸繊 繚態鱒

の 繚簿醗 醸 轡籠静 態轡鱒 繚態擬 態∴轡 の
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鶴
田
町
で
集
め
ら
れ
た
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

の
中
か
ら
次
の
と
お
り
、
配
分
を
行
い
ま
す
。

*
鶴
田
町
在
住
で
一
人
親
世
帯
の
中
学
3
年
生
ま
で

の
方

*
一
人
当
た
り
3
0
0
0
円
以
内
(
人
数
に
よ
り
変

動
あ
り
)

※
鶴
田
町
で
使
用
で
き
る
、
商
品
券
を
配
布
し
ま
す
。

*
児
童
扶
養
手
当
証
書
(
青
森
県
知
事
名
で
発
行
さ

躍
れ
て
い
る
も
の
)

*
鶴
田
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
証

*
戸
籍
謄
本

(
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
一
つ
と
、
印
鑑
を
社
協
窓
口
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
社
協
窓
口
に
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
)

*
平
成
3
 
0
年
月
月
9
日
(
金
)

ま
で

1
 
2
月
下
旬
に
鶴
遊
館
に
て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

※
お
問
合
せ
・
ご
質
問
は

鶴
田
町
社
協
地
域
福
祉
課
・
担
当

神
ま
で

社協だより

一般寄付(物品)

原田セキ 衣類多数

匿 名

シャワーチェア、衣類他多数

匿 名 凧2枚

匿 名

タオルケツト、毛布他多数

一般書付(金銭〉

グループホームさきしり

桜庭裕之 半ら0,000

須藤繁喜 半30,000

青森銀行鶴田支店

支店長楢崎亨 半23,9与0

匿 名 半60,000

匿 名 半12,000

平成30年7月26日青森銀行鶴田支店

吊酋崎亨支店長より、夕鶴まつりフリー

冨マーケット収益金のご寄付をいただきま

慧した。寄付は、今年で20回目を数えま

罵す。大切に使わせていただきます。あり
感 がとうございました。
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初
心
忘
れ
る
へ
か
ち
ず

「
高
砂
や
、
こ
の
浦
舟
に
帆
を
上
げ
て
ー
」
と
、

時
々
、
結
婚
式
で
謡
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

謡
曲
「
高
砂
」
の
一
説
を
謡
う
も
の
で
、
こ
の
謡
と

舞
及
び
暁
子
で
構
成
さ
れ
て
い
る
歌
舞
劇
が
能
で
す
。

こ
の
能
は
、
六
百
数
十
年
前
の
室
町
時
代
に
観
阿

弥
・
世
阿
弥
と
い
う
能
楽
師
の
親
子
が
大
成
し
た
も

の
で
す
。

平
成
十
三
年
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化

遺
産
と
し
て
、
日
本
の
「
能
楽
」
が
第
一
号
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
が
世
界
に
誇
る
舞
台
芸
術
「
能
楽
」

の
基
礎

を
確
立
し
た
世
阿
弥
は
、
能
役
者
で
も
あ
り
能
作
者

で
も
あ
っ
た
と
と
も
に
、
能
の
芸
道
論
な
る
も
の
を

著
し
た
最
初
の
人
で
も
あ
り
ま
す
。
「
風
姿
花
伝
」

「
花
鏡
」
な
ど
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

「
初
心
忘
れ
な
べ
か
ら
ず
」
は
、
世
阿
弥
の
言
葉

の
一
つ
で
す
。
現
代
で
は
、
「
物
事
に
取
り
組
み
始

め
た
時
の
初
々
し
い
気
持
ち
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
世
阿
弥
は
、
「
芸
が
未
熟
で
あ
る
こ
と
を
初

心
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
未
熟
で
あ
る
自
分
を
自
覚

し
、
慢
心
し
て
は
い
け
を
い
と
戒
め
て
い
る
の
で
す
。

私
は
、
同
じ
職
場
の
大
先
輩
に
勧
め
ら
れ
、
室
生

流
謡
曲
を
習
い
始
め
、
三
十
五
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

謡
は
、
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
ス
ト
レ
ス
発
散
が

で
き
、
謡
の
中
で
小
野
小
町
や
楊
貴
妃
に
も
会
え
ま

す
。皆

さ
ん
も
謡
の
稽
古
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
?
今
度

と
も
初
心
忘
れ
る
こ
と
を
く
稽
古
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
漉
谷
信
一
)
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